
「⽣活における⾼次脳機能障害の捉え⽅や対応法B」

『⽣活における⾼次脳機能障害の捉え⽅や対応法B
−失語・失認・失⾏・半側空間無視編−』

【⾼次脳機能障害】�
<�STEP2B�>

 失語、失認、失⾏、半側空間無視等は学術的な⾼次脳機能障害の定義にお
いて、⾼次脳機能障害として挙げられています。このような症状がある⽅々
に対し、⽣活場⾯での⽀援に関わる⽅を対象に、動画等を⽤いながら、それ
らの障害特性に対する理解を深めると共に、実際の関わり⽅が具体化できる
ように動画やアセスメントツールを使いながら理解を深める事を⽬的として
開催します。
（※2023年度実施の⾼次脳機能障害コースSTEP2Bと同⼀内容です。）

滋賀県⽴リハビリテーションセンター
事業推進係

川上�寿⼀ 滋賀県⽴リハビリテーションセンター

テーマ

所在地：�〒524-8524 滋賀県守⼭市守⼭5-4-30
サイト：http://www.pref.shiga.lg.jp/rehabili/kensyuu/
電話番号：077-582-8157

⽇時：令和7年8⽉30⽇(⼟)�9：30〜12：30

定員�20名

�師

※日本理学療法士協会登録理学療法士更新ポイント申請予定
※日本作業療法士協会生涯教育制度申請予定

会場：滋賀県庁�東館７階�⼤会議室
※30分前より受付開始

⽬ 的

公式LINEにて研修情報等
ご案内いたします

滋賀県立
リハビリテーションセンター

⽣活場⾯での困りごとに対するアセスメントの視点
参加者同⼠での検討（グループワーク）

申込フォーム

滋賀県⽴
リハビリテーションセンター

※令和６年度障害福祉サービス等報酬改定における高次脳機能障害支援体制加算等の対象となる研修の受付は滋賀県高次脳機能障害支援センターです。
こちらからは、受付はできませんのでご注意ください

https://lin.ee/VCVNVtv
https://ttzk.graffer.jp/pref-shiga/smart-apply/apply-procedure-alias/r7kouzinoustep2b

